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　「
日
本
国
民
で
あ
る
本
旅
券
の
所
持
人
を
通
路
故
障
な
く
旅
行
さ
せ
、か
つ
、同
人
に
必
要
な
保

護
扶
助
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、関
係
の
諸
官
に
要
請
す
る
」。今
か
ら
約
1
5
0
年
前
に
江
戸
幕

府
が
海
外
渡
航
の
禁
制
を
解
い
た
慶
応
年
間
以
来
、世
界
へ
旅
立
つ
日
本
人
が
肌
身
離
さ
ず
持
ち

続
け
て
き
た
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
、1
9
6
4
年
の
渡
航
自
由
化
を
通
じ
て
よ
り
身
近
な
存
在

と
な
り
、海
外
旅
行
発
展
の
歴
史
を
映
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

第
３
回
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渡
航
自
由
化
で
旅
券
発
行
数
も

三
割
増

　
外
務
省
領
事
局
旅
券
課
に
よ
る
と
、
日
本
人

の
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
た
1
9
6
4
年
に

お
け
る
旅
券
発
行
数
は
12
万
4
4
5
2
件
で
、

前
年
比
3
4
.
8
％
増
と
い
う
大
き
な
伸
び
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
戦
後
の
日
本
で
は
海
外
と
の
貿
易
に
国
家
再

建
の
活
路
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
は
輸

出
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
外
貨
を
日
本
経
済
の
復

興
に
役
立
つ
モ
ノ
の
輸
入
に
使
う
政
策
を
優

先
。
1
ド
ル
＝
3
6
0
円
と
い
う
固
定
為
替

レ
ー
ト
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
外
貨
使
用
に
は

政
府
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、
1
9
6
4

年
4
月
か
ら
観
光
目
的
の
場
合
で
も
年
1
回

5
0
0
ド
ル
ま
で
の
外
貨
購
入
が
認
め
ら
れ
、

自
由
に
海
外
旅
行
へ
出
か
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

海
外
邦
人
安
全
協
会
の
大
日
方
和
雄
監
事

は
、
外
務
省
に
入
省
し
て
移
住
局
旅
券
課
に
配

属
さ
れ
た
1
9
5
9
年
当
時
、
「
観
光
旅
行
で

の
外
貨
使
用
は
許
可
の
対
象
外
で
、
外
貨
を
購

入
し
て
海
外
へ
行
く
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
貿

易
会
社
の
社
員
や
留
学
生
・
研
究
者
だ
け
で
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
外
貨
準
備
高
も
次
第
に
増
え

て
、
1
9
6
3
年
4
月
に
業
務
渡
航
に
限
っ
て

外
貨
購
入
が
解
禁
さ
れ
、
そ
の
1
年
後
に
は
観

光
目
的
の
海
外
旅
行
も
自
由
化
さ
れ
た
の
で
し

た
。

　
「
外
務
省
へ
の
旅
券
申
請
も
殺
到
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
4
月
1
日
は
省
内
の
講

堂
に
机
を
並
べ
て
臨
時
の
窓
口
を
増
設
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
銀
行
が
発
行
し
た
外
貨
購
入
許
可
証

に
不
備
が
あ
っ
た
り
、
旅
行
会
社
が
持
っ
て
き

た
書
類
に
も
問
題
が
多
か
っ
た
り
し
た
た
め
、

収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」

（
大
日
方
監
事
）

民
間
交
流
支
え
る
こ
と
も
大
切

な
使
命

　
旅
券
発
行
数
は
、
渡
航
自
由
化
か
ら
8
年
後

の
1
9
7
2
年
に
1
0
0
万
件
を
突
破
し
、

5
0
0
万
件
に
迫
っ
た
1
9
9
0
年
に
は
年
間

の
海
外
旅
行
者
数
が
1
0
0
0
万
人
の
大
台
に

乗
り
ま
し
た
。
江
戸
幕
府
が
日
本
人
に
よ
る
海

外
渡
航
の
禁
制
を
解
き
、
海
外
渡
航
文
書
の
発

給
事
務
を
開
始
し
た
1
8
6
6
年
（
慶
応
2

年
）
以
降
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
の
約
30
年
間

ほ
ど
出
国
者
数
が
増
加
し
た
時
代
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
間
に
、
手
書
き
だ
っ
た
旅
券
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
機
械
印
字
と
な
り
、

1
9
7
0
年
に
改
正
さ
れ
た
数
次
旅
券
の
有
効

期
間
も
5
年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
日
方
監
事
は
、
旅
券
発
行
数
の
急
伸
と
軌

を
一
に
し
て
き
た
海
外
旅
行
の
普
及
・
拡
大
に

つ
い
て
、
「
日
本
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
の

出
来
事
」
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
の
大
戦
で
出
征
し
た
1
0
0
万
人
以
上

の
日
本
人
は
、
非
日
常
の
状
態
で
海
外
へ
行
っ

た
わ
け
で
す
が
、
渡
航
の
自
由
化
以
降
、
日
本

人
は
日
常
の
状
態
で
海
外
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
日
本
人
が
旅
行
先
の
国
へ
の
理
解
を
深

め
、
相
手
国
の
人
々
も
日
本
人
旅
行
者
を
通
じ

て
親
日
の
度
合
い
を
増
し
て
く
れ
る
。
旅
行
会

社
が
果
た
し
て
き
た
相
互
理
解
の
架
け
橋
と
い

う
役
割
は
、
極
め
て
大
き
い
」

　
国
と
国
と
の
関
係
で
は
面
籠
手
を
着
け
て
竹

刀
を
突
き
合
わ
せ
て
い
て
も
、
防
具
を
外
し
て

人
と
人
が
ふ
れ
合
う
民
間
交
流
を
支
え
る
こ
と

こ
そ
「
旅
行
業
界
の
大
切
な
使
命
で
す
」
と
大

日
方
監
事
は
訴
え
て
い
ま
す
。

渡航自由化初日の 1964 年 4月 1日、外務省には旅券申請者が殺
到し、長蛇の列ができた（写真：毎日新聞社）

タイ・香港・英国の日本大使館領事部長や在アンカレジ総領
事などを歴任した海外邦人安全協会の大日方監事

海外渡航が自由化された 1964年当時の旅券
（写真提供：外務省）


